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1１．はじめに
























　（1）　DOCOMOMO は Documentation and Conservation of buildings, sites and neighbourhoods of the 
Modern Movement の略である。20 世紀の建築における重要な潮流であったモダン・ムーブメントの
建築遺産の重要性を広めること、その調査や保存を進めることを理念に掲げる。
　（2）　人類が過去から引き継ぎ、未来へと伝えていかなければならない遺産を世界遺産とし、1972 年の
UNESCO（United Nations Educational, Scientific and Cultural Organization）総会で『世界の文化遺
産及び自然遺産の保護に関する条約』として定義している。





























　（5）　『新建築』は 1925 年 ( 大正 14 年）に創刊し、現在まで発刊されている雑誌。日本の建築分野にお
ける最も主要な専門誌といえる。1933 年の『新建築』(1933.04,pp.89-94, 新建築社）に「大阪商大予
科及高商部校舎」が掲載されている。





  建築面積 245 ㎡、延床面積 1226 ㎡
  昭和 7 年起工、昭和 9 年竣工
  設計　大阪市土木部建築課
  施工　株式会社鹿島組
  小型昇降機 1 台
　［平面計画］








によって、長方形平面を持つ書庫の 1 室空間に陰影がもたらされている（図 3）（図 4）。
（図１）書庫２階平面図（大阪市立大学耐震診断用図面より）
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　（7）　大阪市立大学 125 年史編集委員会編 : 大阪市立大学 125 年史、2007
　（8）　木方十根 :「大学町」出現 / 近代都市計画の錬金術、2010、河出書房新社
　（9）　渡辺俊一 :「都市計画」の誕生 / 国際比較からみた日本近代都市計画、1993、柏書房







































































であると分類されているものをのぞくと 129 件となる。この 129 件には明治から昭和までの建
物が含まれているが、このうち、明治時代のものをのぞくと 93 件、さらに戦後のものとなる
3 軒をのぞくと 90 件となる。このなかに木造の建物が 26 件あり、煉瓦造が 6 件。残りは鉄筋
コンクリート造の 58 件となる。
　この 58 件はすべて 1924 年から 1938 年の 15 年間に建てられたものであり、早稲田大学大隈
記念講堂（1927 年）のみ重要文化財で、それ以外は登録有形文化財である。そのなかで、瓦
葺きの屋根をもつ建物が 11 件。さらに、外壁が煉瓦タイル貼りのもの、当時の流行であった


































































北端部 1 スパンの柱型を隠すことにより、階段室を中心とした 6 スパンの正方形開口部が左右
に連続する対称の立面をつくり出している（図 15）（図 16）。中央の玄関には左右に丸窓があ



























く掲載されている。昭和 8 年に『新建築』に掲載された学舎群の写真は 13 枚であるが、この
うち正面の立面を写した写真は5枚であり、背面や側面の立面を写した写真も5枚である。他
は、内観が2枚、暖房機関室を写したものが 1 枚である。同年 10 月に発行された日本建築協会
の機関誌『建築と社会』は学校建築を特集テーマとしている。これに掲載された写真は 4 枚で、





コーナー部では 1 階から 2 階、2 階から 3 階へと平面的にずらされた階段室により立面が立体






















































































             　　　　　　　（こいけ　しほこ・大阪市立大学生活科学研究科准教授）
